
市 議 会 だ よ り （�）第２０７号 �013年（平成�5年）8月10日

石
原
よ
し
の
り
議
員
（
民
主
・
連
合
）

　

市
は
、
安
心
し
て
住
む
こ
と

の
で
き
る
街
づ
く
り
を
す
る
中

で
、
地
域
住
民
が
参
加
し
て
の

協
働
を
期
待
し
て
い
る
。
し
か

し
、
市
と
住
民
と
の
つ
な
が
り

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
加

入
率
低
迷
を
一
因
と
す
る
自
治

会
加
入
率
の
低
下
に
よ
り
弱
ま

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
を
自
治
会
と
み

管
理
組
合 

自
治
会
と
み
な
せ
な
い
か

条
件
に
よ
り
同
様
の
扱
い
可
能
か
検
討

マンションの自治会加入

な
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

目
的
や
構
成
員
の
違
い
か

ら
、
市
が
管
理
組
合
を
そ
の
ま

ま
自
治
会
と
認
め
る
の
は
難
し

い
が
、
名
称
、
規
約
、
会
計
処

理
等
で
、
疑
義
を
招
か
ぬ
よ
う

工
夫
す
る
等
の
一
定
の
条
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
自
治
会
と
同

様
に
扱
う
こ
と
は
可
能
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
千
葉
市
の
事

例
も
参
考
に
検
討
す
る
。

松
永
修
巳
議
員
（
緑
風
会
）

　

市
は
、
安
心
安
全
な
街
づ
く

り
の
た
め
、
費
用
の
一
部
助
成

に
よ
り
自
治
会
に
よ
る
防
犯
灯

の
設
置
を
進
め
、
東
日
本
大
震

災
後
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
の
設

置
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、

平
成
25
年
度
の
各
自
治
会
へ
の

設
置
割
り
当
て
数
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
要
望
を
下
回
っ
て

い
る
。
市
は
設
置
の
現
況
と
今

地
域
の
設
置
要
望
数
を
整
備
す
る
考
え
は

厳
し
い
財
政
踏
ま
え
対
応
協
議
し
て
い
く

ＬＥＤ型防犯灯

後
の
整
備
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

市
は
こ
れ
ま
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

型
防
犯
灯
の
設
置
を
推
進
し
、

過
去
２
年
間
で
１
６
７
６
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
１
８
２

６
灯
、
約
１
億
２
千
万
円
の
設

置
要
望
が
あ
っ
た
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う

な
対
応
が
可
能
か
、
各
自
治
会

や
関
係
部
署
と
協
議
し
て
い
く
。

荒
木
詩
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

自
治
会
等
で
構
成
さ
れ
る
自

主
防
災
組
織
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
市
は
防
災
資
機
材
を
貸

与
し
て
い
る
が
、
資
機
材
の
中

に
は
30
年
前
か
ら
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
地
域
の
特
徴
等
に
そ
ぐ

わ
な
い
も
の
も
多
い
。
よ
り
良

い
支
援
を
す
る
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　

市
は
、
自
主
防
災
組
織
が

地
域
の
実
情
に
合
う
よ
り
良
い
支
援
を

備
品
購
入
に
補
助 

地
域
の
意
見
聞
き
検
討

地域防災

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
資
機
材

等
を
購
入
で
き
る
よ
う
、
自
治

会
等
の
世
帯
数
に
応
じ
た
補
助

限
度
額
を
定
め
、
そ
の
範
囲
内

で
補
助
対
象
と
な
る
備
蓄
品
目

の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
支
援
制
度
の
検
討
を
行
っ
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
、

意
向
調
査
を
実
施
し
、
地
域
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良

い
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

生
活
習
慣
病
、
特
に
高
血
圧

の
予
防
は
老
後
の
健
康
づ
く
り

に
不
可
欠
で
あ
り
、
食
生
活
の

改
善
や
減
塩
対
策
に
は
市
民
の

関
心
も
高
い
。
高
血
圧
の
予
防

に
向
け
た
食
生
活
の
改
善
や
減

塩
対
策
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の

啓
発
等
、
市
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　

市
も
、
減
塩
は
高
血
圧
予

高
血
圧
や
減
塩
対
策 

市
の
取
り
組
み
は

各
種
講
座
等 

適
塩
の
啓
発
進
め
て
い
る

生活習慣病の予防

防
に
と
っ
て
重
要
と
認
識
し
て

お
り
、
特
定
保
健
指
導
の
際
の

食
生
活
改
善
ア
ド
バ
イ
ス
や
生

活
習
慣
改
善
講
座
、「
適
塩
」
を

考
え
た
献
立
を
紹
介
す
る
料
理

講
習
会
等
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
適
塩
に
関
す
る
情
報

発
信
を
進
め
る
他
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
適
塩
食
の
レ
シ
ピ
を

掲
載
す
る
等
、
市
民
へ
の
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
副
反
応
被
害
が
度
々
指
摘

さ
れ
た
た
め
、
国
は
予
防
接
種

の
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え

る
旨
の
勧
告
を
出
し
た
。
接
種

の
一
時
凍
結
等
、
対
応
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
は
ど
う
対
処

す
る
の
か
。
ま
た
、
が
ん
検
診

の
受
診
率
向
上
が
重
要
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

国
が
積
極
的
勧
奨
を
中
止 

市
の
対
応
は

周
知
を
図
り 

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

子宮頸がんワクチン接種

答　

国
の
勧
告
を
受
け
、
市
は

積
極
的
勧
奨
の
中
止
や
医
療
機

関
に
お
け
る
説
明
実
施
等
で
対

応
し
て
お
り
、
今
後
も
広
報
等

で
の
周
知
や
接
種
対
象
者
へ
の

情
報
提
供
を
行
い
、
国
の
動
向

を
注
視
し
近
隣
市
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
。
検
診
受
診
率
に

つ
い
て
は
、
50
％
を
目
指
し
、

個
別
通
知
の
他
、
広
報
や
ポ
ス

タ
ー
に
よ
る
周
知
に
取
り
組
む
。

か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
は
、
供

用
開
始
に
向
け
急
速
に
工
事
が

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
接
続
す

る
都
市
計
画
道
路
、
特
に
３
・

６
・
32
号
（
市
川
鬼
高
線
）
の

外
環
接
続
部
分
に
は
学
校
等
も

多
く
あ
り
、
子
ど
も
の
安
全
の

た
め
に
も
早
期
の
歩
道
整
備
が

必
要
と
考
え
る
。
施
政
方
針
で

も
事
業
化
に
つ
い
て
言
及
が
あ

地
元
の
理
解
得
て
早
期
事
業
化
に
努
め
る

外環への接続道路

っ
た
が
、市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　

市
川
鬼
高
線
に
つ
い
て
は
、

優
先
的
に
整
備
す
る
路
線
と
し

て
、
平
成
25
年
度
は
修
正
設
計

を
行
い
事
業
費
等
の
再
検
討
を

実
施
す
る
予
定
で
、
地
元
関
係

者
の
意
見
も
聞
き
合
意
形
成
を

図
っ
て
い
く
。
併
せ
て
、
国
、

県
等
の
関
係
機
関
と
の
協
議
に

も
着
手
し
、
早
期
の
事
業
化
に

向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

佐
藤
幸
則
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

全
国
各
地
の
通
学
路
で
痛
ま

し
い
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
、
特
に
信

篤
小
学
校
、
鬼
高
小
学
校
の
通

学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
に
つ

い
て
、
横
断
歩
道
の
設
置
や
歩

道
の
補
修
等
で
対
応
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
市
は
ど
の
よ
う

に
対
策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

通
学
路
の
緊
急
点
検
結
果

信
篤
・
鬼
高
小
通
学
路
の
安
全
対
策
を

警
察
と
も
協
議 

カ
ラ
ー
舗
装
等
で
対
応

通学路の安全対策

で
は
、
１
０
９
の
要
対
策
箇
所

が
認
め
ら
れ
、
う
ち
70
箇
所
に

つ
い
て
、
カ
ラ
ー
舗
装
や
注
意

看
板
の
設
置
等
で
対
応
し
た
。

各
校
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
対

応
と
し
て
は
、
横
断
歩
道
の
設

置
等
に
つ
い
て
警
察
と
協
議
を

行
う
他
、
カ
ラ
ー
舗
装
の
整
備

や
路
面
標
示
の
復
旧
、
注
意
看

板
等
の
設
置
等
に
つ
い
て
、
学

校
と
も
相
談
を
し
て
い
く
。

市
川
鬼
高
線 
歩
道
整
備
の
早
期
実
施
を

か
い
づ　

勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

市
は
市
民
マ
ナ
ー
条
例
の
施

行
等
、
街
の
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
他
方
、
公
民
館
等

の
駐
輪
場
に
は
自
転
車
が
乱
雑

に
置
か
れ
、
街
の
美
観
を
損
ね

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
特
に
市
川
と
曽
谷
の
両
公

民
館
に
お
け
る
駐
輪
場
の
現
況

と
今
後
の
整
備
の
考
え
を
問
う
。

答　

市
川
公
民
館
裏
手
の
警
察

乱
雑
な
駐
輪 

整
理
で
き
な
い
か

用
地
の
確
保
や
駐
輪
エ
リ
ア
明
示

公民館の駐輪場

寮
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
県
警

察
本
部
と
協
議
し
て
お
り
、
公

民
館
利
用
者
の
駐
輪
場
と
し
て

の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。
曽

谷
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
駐
輪

台
数
が
多
い
こ
と
や
駐
輪
ス
ペ

ー
ス
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
乱
雑
な
駐
輪
を
招
い
て
お

り
、
今
後
、
駐
輪
場
と
し
て
の

エ
リ
ア
を
明
示
す
る
こ
と
等
の

整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤
義
一
議
員
（
民
主
・
連
合
）

　

平
成
25
年
５
月
に
自
民
党
と

公
明
党
か
ら
国
会
に
提
出
さ
れ

た
「
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る

国
土
強

き
ょ
う
じ
ん靭

化
基
本
法
案
」で
は
、

状
況
に
応
じ
た
施
策
の
総
合
的

な
策
定
・
実
施
は
地
方
公
共
団

体
の
責
務
と
さ
れ
て
お
り
、（
仮

称
）
大
洲
橋
の
実
現
に
向
け
て

は
、
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が
吹
い
て

い
る
。
江
戸
川
区
と
協
力
し
、

都
と
県
に
強
く
働
き
か
け
る
べ

き
で
あ
る
。市
の
見
解
を
問
う
。

答　

現
在
、
本
市
と
江
戸
川
区

間
は
２
橋
の
み
で
、
間
隔
も
広

く
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
災
害
時

の
避
難
路
及
び
水
害
の
観
点
か

ら
も
、（
仮
称
）
大
洲
橋
の
整
備

は
必
要
と
考
え
る
。
江
戸
川
区

は
都
に
働
き
か
け
を
行
う
と
し

て
お
り
、
本
市
も
連
携
し
て
、

県
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

（仮称）大洲橋
実現の好機 県に働きかけるべき

整備は必要 江戸川区とも連携する

道 路 交 通

保 健

地 域

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
の

料
理
講
習
会


